
問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
課
☎
５
５
２
‐
６
９
０
７

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
３

対
象
者
限
定　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す

丹
波
篠
山
市
職
員
採
用
試
験　
（
令
和
２
年
４
月
採
用
）　

～
申
し
込
み
受
け
付
け
は
８
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
～

●販売期間　
　9月末頃～令和2年2月29日（土）
●商品券利用可能期間
　10月1日（火）～令和2年2月29日（土）
●商品券の仕様
　500円・1セット10枚つづり（5,000円分）　
●販売価格
　1セット当たり4,000円　※1人最大5セット（２万円）まで購入できます。
　購入期間中に複数回に分けての購入も可能です。
●商品券購入場所
　丹波篠山市民センター、市役所各支所、商工観光課
●商品券利用店舗
市内登録店舗　※商品券購入引換券に同封されるチラシまたは
市ホームページをご参照ください。

令和元年住民税非課税者 子育て世帯の世帯主
平成28年4月2日から令和元年9月30日
までに誕生した子どもがいる世帯主

子育て世帯の世帯主
９月上旬以降、市から

対象世帯主あてに郵送します。
（申請手続きは不要です）

※住民税課税者と生計同一の配偶
者・扶養親族などを除く

８月上旬 ８月上旬 ９月中旬以降

プレミアム付商品券の概要

■購入対象者

　
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
住
民

税
非
課
税
の
方
や
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
子
育
て
世
帯
の
方
の
家

計
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
市
内
で
の
消
費
を
支

援
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

試
験
の
日
程

第
１
次
試
験

と　

き　
９
月
22
日（
日
）８
時
50

分
開
始（
８
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

と
こ
ろ　
丹
波
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

教
養
試
験（
事
務
職
、

消
防
職
、
建
築
・
土
木
職
）、
体

　

令
和
の
時
代
と
一
緒

に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

“
新
生
”丹
波
篠
山
市
。

世
界
に
輝
く
ま
ち
を
創

り
上
げ
て
い
く
た
め
、

と
も
に
挑
戦
す
る
人
材

を
求
め
ま
す
。

力
試
験（
消
防
職
）、専
門
試
験（
幼

保
職
）、
適
性
検
査

第
２
次
試
験（
第
１
次
試
験
合
格

者
に
通
知
し
ま
す
）

と　
き　
10
月
20
日（
日
）の
予
定

内　
容　
論
文
試
験
、集
団
面
接
、

実
技
試
験（
幼
保
職
）

第
３
次
試
験（
第
２
次
試
験
合
格

者
に
通
知
し
ま
す
）

と　
き　
11
月
11
日（
月
）の
予
定

内　
容　
個
人
面
接

申
し
込
み
手
続
き

受
付
期
間　

８
月
１
日（
木
）〜

14
日（
水
）

募
集
要
項
・
申
込
書　
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
ま
た
、
本
庁
舎
・
各
支
所

に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す

申
し
込
み
方
法　
持
参
の
場
合
＝

平
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

ま
で
に
総
務
課
窓
口
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
／
郵
送
の
場
合
＝
８
月
14

日（
水
）必
着
と
し
ま
す（
書
類
が

確
実
に
届
く
よ
う
余
裕
を
も
っ
て

送
付
く
だ
さ
い
）

受
験
票
の
交
付　
持
参
の
場
合
＝

受
付
処
理
を
行
い
手
渡
し
ま
す
／

郵
送
の
場
合
＝
受
験
票
返
送
用
封

筒
で
返
送
し
ま
す　
※
８
月
26
日

時
点
で
届
い
て
い
な
い
場
合
は
総

務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

【第１次試験日】	９月22日(日)
	 ８時50分開始
【試 験 会 場】	 丹波篠山市民センター

1人につき2万円
（商品券は2万5千円分）

購　入
限度額

子ども1人につき2万円
（商品券は2万5千円分）

購　入
限度額

■購入引換券について
　商品券を購入するには、購入引換券が必要です。取得方法は以下のとおりです。

■商品券の購入方法について
　購入対象者は市から送付される購入引換券と本人確認書類（運転免許証や健康保険証など）を持参し、
購入してください。

■問い合わせ
【制度全般】	 内閣府専用ダイヤル☎︎0570-02-2036（平日：９時から18時）
	 内閣府専用ホームページ　https://www.02premium.go.jp
【商品券購入と使用方法】　一般社団法人　ウイズささやま（丹波篠山市民センター内）☎︎552-7373
	 	 　　※丹波篠山市より受託。

住民税非課税者　　※申請手続きが必要です。

1 2 3
対象者に
交付申請書を
郵送します

交付申請書を
記入して
郵送で提出

審査後
対象者に
購入引換券を送付

職種 採用予定人員 受験資格

事務職

［一般枠］
5人程度

平成5年4月2日以降に生まれ、学校教育
法による高等学校以上を卒業した人

［高校生枠］
若干名

学校教育法による高等学校に在学中で、
令和2年3月卒業見込みの人

［身体障が
い者枠］
若干名

身体障害者手帳を有し、次の要件をすべ
て満たす人
①昭和59年4月2日以降に生まれ、学校教
育法による高等学校・特別支援学校高
等部以上を卒業、または令和2年3月卒
業見込みの人

②介助者なしに事務の遂行が可能な人
③活字印刷文による出題および口頭によ
る面接に介助者なしで対応できる人

消防職 3人

平成5年4月2日以降に生まれ、学校教育
法による高等学校以上を卒業、または令
和2年3月卒業見込みの人※採用後、丹波
篠山市内に居住可能なこと

幼保職 2人程度

昭和54年4月2日以降に生まれ、幼稚園教
諭免許（一種または二種）と保育士資格の
両方を有する人、または令和2年3月31日
までに取得見込みの人

建築･
土木職

［一般枠］
若干名

平成5年4月2日以降に生まれ、学校教育
法による高等学校以上の教育機関で、建
築もしくは土木に関する課程（学科）を卒
業（修了）、または令和2年3月卒業（修了）
見込みの人
※下記の高校生枠を除く

［高校生枠］
若干名

学校教育法による高等学校の建築もしく
は土木に関する課程（学科）に在学中で、
令和2年3月卒業見込みの人
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街
か
ど

リ
ポ
ー
ト

4 

▲

5

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

6 

▲

11

市
政

レ
ー
ダ
ー

12 

▲

17

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

18 

▲

19

は
ぐ
く
み

20 

▲

21

施
設
情
報
・

相
談

22 

▲

25

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

26 

▲

31

特
集

2 

▲

3



出
品
点
数　
１
部
門
に
つ
き
１
人

１
点

※
一
般
４
部
門
の
作
品
は
す
べ
て

作
者
個
人
の
創
作
に
よ
る
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
特

別
部
門
の
盆
栽
は
平
成
26
年

３
月
31
日
以
前
の
発
表
作
品

は
出
品
可
能
と
し
ま
す
。

募
集
要
項
配
布
場
所　
市
内
各
公

共
施
設
に
備
え
付
け
て
い
ま
す

　
11
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で
開
催

す
る
第
15
回「
丹
波
篠
山
市
展
」へ

の
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
に
際
し
て
は
、
市
内
各
所

に
配
布
し
て
い
ま
す
募
集
要
項
に

沿
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

部　

門　

一
般
４
部
門（
絵
画
、

彫
刻
・
工
芸
、
書
、
写
真
）、
特

別
部
門（
盆
栽
）

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
施
設
の
長
寿
命
化
の
た

め
、
基
幹
的
設
備
の
大
規
模
な
改

修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
11
月
上
旬
ま
で
２
炉

あ
る
焼
却
炉
の
う
ち
、
１
炉
を
停

止
す
る
た
め
、
工
事
期
間
中
は
ご

み
処
理
能
力
が
半
減
し
ま
す
。
処

理
し
き
れ
な
い
ご
み
は
、
市
外
施

設
に
運
搬
し
委
託
処
理
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ご
み
が
増
え
れ
ば

増
え
る
ほ
ど
外
部
へ
の
委
託
量
を

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
引
き
続
き
、
ご
み
の
減
量
、
資

源
化
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
と

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

出
品
料　
１
点
に
つ
き
１
０
０
０

円（
高
校
生
は
５
０
０
円
）

出
品
受
付
日
時　
11
月
９
日（
土
）

か
ら
10
日（
日
）正
午
ま
で

※
募
集
要
項
を
必
ず
ご
確
認
い
た

だ
き
、
出
品
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
作
品
と
一
緒

に
丹
波
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課
☎
５
５
２
‐
５
７
６
９

問
い
合
わ
せ　
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
５
９
６
‐
０
８
４
４

あ
な
た
の
力
作
を
出
品
し
ま
せ
ん
か

第
15
回「
丹
波
篠
山
市
展
」

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
11
月
ま
で
、
処
理
能
力
が
半
分
に
な
り
ま
す

燃
え
る
ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
市
民
衛
生
課
☎
５
５
２
‐
６
２
５
３

提
出
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
を
満
た
す
方

・
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、
活

動
や
事
業
を
営
む
方

・
市
に
対
し
て
納
税
義
務
の
あ
る
方

・
当
案
に
利
害
関
係
の
あ
る
方

提
出
方
法　
任
意
の
様
式
に
意
見

お
よ
び
住
所
・
氏
名（
市
外
在
住

の
場
合
は
、
①
勤
務
先
ま
た
は
学

校
・
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
の
所

在
地
お
よ
び
名
称
②
納
税
義
務
や

利
害
関
係
が
あ
る
理
由
な
ど
）を

記
入
の
上
、
市
民
衛
生
課
ま
で

意
見
の
提
出
先

○
郵
送
＝
〒
６
６
９‐２
３
９
７
・

丹
波
篠
山
市
北
新
町
41
・
市
民

衛
生
課
あ
て

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
５
５
２
‐
１
８
５
５

○
電
子
メ
ー
ル
＝

eisei_div@
city.sasayam

a.
hyogo.jp

そ
の
他　
意
見
に
対
す
る
個
別
の

回
答
は
行
い
ま
せ
ん

　

丹
波
篠
山
市
で
は
、
平
成
11

年
４
月
か
ら
快
適
な
生
活
環
境

の
確
保
を
目
的
と
し
た「
丹
波
篠

山
市
環
境
保
全
条
例
」を
施
行
し

て
い
ま
す
。

　
条
例
で
は
、
牛
、
豚
、
猪
、
鶏

の
家
畜
を
一
定
数
以
上
飼
育
す
る

場
合
、
指
定
家
畜
飼
養
施
設
の
設

置
届
・
変
更
届
・
完
成
届
の
提
出

義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
条
例
改
正
を
す
る
の

　
条
例
施
行
前
か
ら
施
設
を
設
置

し
て
い
た
者（
既
存
施
設
設
置
者
）

は
、
こ
れ
ま
で
設
置
届
等
の
提
出

義
務
が
課
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
既
存
施
設
設
置
者

に
対
し
て
設
置
届
等
の
提
出
義
務

を
課
す
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
施
設
を
承
継
ま
た
は
廃

止
し
た
場
合
に
は
、
新
た
に
承
継

届
ま
た
は
廃
止
届
の
提
出
義
務
を

課
す
も
の
で
す
。

意
見
を
提
出
す
る
に
は

条
例（
案
）の
閲
覧
場
所　
市
民
衛

生
課
、
各
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

募
集
期
限　
８
月
５
日（
月
）ま
で

と　
き　
11
月
17
日（
日
）〜
24
日

（
日
）９
時
30
分
〜
17
時（
最
終
日

は
14
時
30
分
ま
で
）	　
※
特
別
部

門
の
盆
栽
の
み
11
月
22
日（
金
）〜

24
日（
日
）

と
こ
ろ　

丹
波
篠
山
市
民
セ
ン

タ
ー

表
彰
式　
11
月
24
日（
日
）13
時
〜

丹
波
篠
山
市
環
境
保
全
条
例
の一部
改
正

(

案)

に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

○最優秀賞（河合賞）１点
　（一般部門の第１席より１点のみ選出）
　※副賞30万円
○市展賞（最優秀賞を除く一般部門・特別
部門の第１席）４点

　※副賞３万円
○優秀賞（一般部門・特別部門の第２席）
　６点以内
○奨励賞（一般部門・特別部門の第３席）
　６点以内
○特別賞（一般部門作品中、丹波篠山市を
題材とした優秀な作品）５点以内

第14回最優秀賞（河合賞)

彫刻・工芸「	二重奏・風の音」
宇
う

杉
すぎ

昭
あき

信
のぶ

さん（丹波篠山市倉本）

丹波路自由席
回数特急券を
ご活用ください

創造都市課
☎552-5106

入
賞
・
入
選
作
品
の

展
示
期
間

　
大
阪
方
面
へ
通
勤
・
通
学
さ
れ

る
場
合
、
特
急
を
利
用
さ
れ
る
と

と
て
も
便
利
で
す
。
特
に
、
19
時

の
尼
崎
か
ら
篠
山
口
間
ま
で
の
電

車
は
１
時
間
に
４
本
と
な
り
、
乗

り
遅
れ
て
も
安
心
で
す
。

　
市
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら「
ふ

る
さ
と
丹
波
篠
山
に
住
も
う
帰

ろ
う
運
動
」の
一
環
で
、
通
勤
・

通
学
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
購
入
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
冊
４
枚
つ
づ
り
２
６
８
０
円
の

う
ち
１
５
０
０
円
を
補
助（
６
ヵ
月

に
つ
き
上
限
９
０
０
０
円
）し
ま
す

の
で
、
１
乗
車
あ
た
り
２
９
５
円

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の

機
会
に
丹
波
路
自
由
席
回
数
特

急
券
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
10
月
１
月（
火
）か
ら
後
期
分（
４

月
１
日
〜
９
月
30
日
購
入
分
）の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
さ

れ
る
方
は
、
期
間
内
に
申
請
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

賞

燃えるごみ減量化のポイント

燃える物を減らそう
○資源化できる古紙やプラスチッ
ク容器包装、ペットボトルなど
が燃えるごみにならないよう、
家庭での徹底した分別をお願い
します。

○古紙類などはPTAなどが実施す
る地域の集団回収や、毎月第２
水曜日の資源ごみ拠点回収を積
極的に利用してください。

○買い物時にはマイバッグを持参
する、詰替え可能な商品を選択
するなど、買う時の工夫などで
ごみを減らしてください。

○食材を買う時は、事前に冷蔵庫の
中をチェックして、必要な分だけ
買いましょう。

○食材の保存は保存方法に従って最
適な場所で保存しましよう。期限
の長い食品を奥に、短い食品を手
前に置くなど工夫しましょう。

○調理は残って
いる食材から
使って、食べ
きれる量を作
りましょう。

食品ロスを減らそう
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ふるさとの貴重な動植物 
　淡水藻類で紅藻の仲間です。藻体は茶褐色で、粘質でヌルヌルしています。太さ
0.7 ～ 1.5ｍｍ、長さ2～ 12㎝でよく先端まで分枝します。雌

し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

。平地の涌き
水を利用した水路のコンクリート壁や石などに着生します。藻体は晩秋から早春の
時期に見られますが、丹波篠山市では場所によりますが、5月下旬まで見られます。
丹波篠山市でカワモズクも海のモズクと同様に食べていたとの話があります。北海
道から沖縄まで分布しています。 篠山自然の会　谷

たに

口
ぐち

次
つぎ

男
お

さんの協力

チャイロカワモズク（カワモズク科）兵庫県絶滅危惧種Ｂ

■	児童扶養手当
　父または母と生計を共にできない児童
を養育している家庭の生活安定と自立を
助けるために、児童の父もしくは母、ま
たは父母に代わってその児童を養育して
いる方に支給されます。また、父母のど
ちらかに極めて重度の障がいがある場合
にも支給されます。
●対象となる児童
　18歳に達する日以降の最初の３月31
日までにある児童、または20歳未満で
中度以上の障がいのある児童
●手当月額
　・全部支給42,910円
　・一部支給42,900円～ 10,120円（扶養

人数や受給資格者の所得などで決定）
　※上記金額に児童2人目は10,140円か

ら5,070円、3人目以降は1人につ
き6,080円から3,040円を加算。

●申請時に必要な書類
　受給資格者および児童の戸籍謄本など
●支払い回数
　年3回（4月・8月・12月）から年6回（奇
数月）に変更　※令和元年11月から

現況届の提出をお忘れなく
　児童扶養手当を受けている方に毎年7
月末ごろに現況届を送付しています。8
月1日（木）から31日（土）の間に提出して
ください。提出がないと以降の手当が受
けられなくなります。

■	未婚の児童扶養手当受給者
　	に対する臨時・特別給付金
　子どもの貧困に対応するため、未婚の
ひとり親に対して、臨時・特別給付金
17,500円が1回限り支給されます。
●対象者
　令和元年11月分の児童扶養手当受給
者（父または母）であり、未婚かつ事実婚
の状態にない方（10月31日時点）など
●申請方法
　対象者には7月末に送付する申請書と
必要書類を、令和元年12月２日までに
右記まで提出してください。

■	特別児童扶養手当
　身体または精神に障がいのある児童を
養育する父もしくは母、または父母に代
わってその児童を養育している方に支給
されます。
●対象となる児童
　20歳未満で身体または精神に重度ま
たは中度の障がいのある児童
●手当月額
　・1級＝52,200円
　・2級＝34,770円
●申請時に必要な書類
　受給資格者および児童の戸籍謄本や診
断書など
●所得状況届の提出期間
　8月9日（金）～ 9月11日（水）

子育てを支えるさまざまな制度があります
まずはご相談ください

軽
減
・
減
免
措
置
に
つ
い
て

　
低
所
得
世
帯
へ
の
軽
減
措
置
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
関
連
の
保

険
税
減
免
措
置
・
失
業
者
へ
の
軽

減
措
置
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の

更
新

　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

へ
、
新
し
い「
国
民
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
証
」を
７
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。
８
月
以
降
、
医
療
機

関
を
受
診
さ
れ
る
と
き
は
保
険
証

と
と
も
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
更
新

　
入
院
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
と

な
る
場
合
に
交
付
し
て
い
る「
限

度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
有
効
期
限
が
７
月
末
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
交
付
し
て
い
る

方
に
は
更
新
の
た
め
の
書
類
を
６

月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
手

続
き
が
必
要
な
方
は
、
お
早
め
に

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
限
を
超
え
て
支
払
わ
れ
た

額
は
、
高
額
療
養
費
の
申
請
を

す
る
こ
と
で
後
日
払
い
戻
し
が

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
医
療
保
険
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
１

国
民
健
康
保
険
税
率
を
改
定
し
ま
し
た

～
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

児
童
扶
養
手
当
、
臨
時
・
特
別
給
付
金
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

～
現
況
届
・
所
得
状
況
届
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
～

問
い
合
わ
せ　
消
防
署
☎
５
９
４
‐
１
１
１
９

申
込
期
限　
８
月
30
日（
金
）

そ
の
他　

小
さ
な
お
子
さ
ま
を

お
連
れ
の
方
に
も
受
講
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
お
子
さ
ま

を
お
預
か
り
で
き
ま
す
。
人
数

に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
毎
月
第
１
土
曜
日
に
実

施
し
て
い
る
成
人
を
対
象
と
し
た

市
民
救
命
士
講
習
会
に
つ
い
て
、

９
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

～
あ
な
た
は
小
さ
な
子
ど
も
の
命

の
危
機
に
何
が
で
き
ま
す
か
～

　
子
ど
も
の
命
に
か
か
わ
る
病
気

や
突
然
の
け
が
、
交
通
事
故
の
と

き
、あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
。

応
急
手
当
て
に
よ
っ
て「
尊
い
命
」

が
救
わ
れ
ま
す
。

　
講
習
会
の
受
講
者
に
は
、
効
果

確
認
の
結
果
に
よ
り
市
民
救
命
士

認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

と　
き　
９
月
７
日（
土
）・
８
日

（
日
）９
時
30
分
〜
12
時
30
分

※
受
講
は
ど
ち
ら
か
１
日
で
す
。

と
こ
ろ　

丹
波
篠
山
市
民
セ
ン

タ
ー

対
象
者　
中
学
生
以
上

定　
員　
各
日
20
人（
先
着
順
）

内　

容　

心
肺
蘇
生
法（
主
に
小

児
、
乳
児
お
よ
び
新
生
児
の
内
容

を
対
象
）や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

喉
詰
め
の
対
応
お
よ
び
け
が
を
し

た
時
の
止
血
法
な
ど

申
し
込
み
方
法　
消
防
署
ま
た
は

各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を

提
出（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
）

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
市
民
救
命
士
講
習
会

医療分 後期高齢者
支援金分 介護分

所得割 課税所得金額（※1）× 7.32% 3.05% 2.71%

資産割 平成30年度課税分から廃止しています

均等割 被保険者数 × 24,720円 9,960円 10,200円

平等割 1世帯当たり × 18,120円 7,320円 5,280円

保険税額（年額）最高限度額（※2）× 61万円 19万円 16万円

納付方法について
普通徴収　納付書または口座振替で納付する方法（年8回）
　　　　　納め忘れのない口座振替が便利です！
特別徴収　年金から天引きされる納付方法（年6回）
　　　　　ただし、65～ 74歳の世帯主で加入者全員が65歳
　　　　　以上の世帯対象。

令和元年（平成31年）度
国民健康保険税の税率

※1　課税所得金額とは、収入から必要経費、給与所得控除、公的年金
控除などを差し引いた所得（その他の所得控除を差し引く前）から
基礎控除33万円を引いた金額です。

※2　地方税法改正により、最高限度額（医療分）が変更されました。

国民健康保険は私たちの生活を支える大切な制度で、納めら
れた保険税が国民健康保険の制度を支えています。

　
近
年
、
高
齢
化
が
一
層
進
み
、
医
療
費
も
年
々
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
医
療
費
の
増
大
に
伴
う
保
険
税
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た

め
、
今
年
度
は
基
金
を
一
部
取
り
崩
し
、
税
率
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
増
え
続
け
る
医
療
費
に
歯
止
め
を
か
け
、
皆
さ
ん
の
税
負
担
を
増

や
さ
な
い
た
め
に
も
、
ま
ず「
か
か
り
つ
け
医
」を
も
ち
、
日
頃
か
ら

健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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